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(57)【要約】
【課題】低いガラス転移点（Tg）を有し、環境に有害な物質も含まず、均質性の良好な光
学ガラスを提供するものである。
【解決手段】Ｐｂ及びＡｓ化合物を含まず、必須成分として、Ｐ２Ｏ５、ＳｎＯ及びＲ２

Ｏ（ＲはＬｉ、Ｎａ、Ｋ及びＣｓからなる群より選択される１種以上）を含有することを
特徴とする光学ガラス。
酸化物基準のｍｏｌ％で、ＳｎＯ　１～６０％、ＴｉＯ２、Ｎｂ２Ｏ５及びＷＯ３の合計
量が３％以下、となるように各成分を含有し、光線透過率が８０％を超える最短波長（λ
８０）が４５０ｎｍ以下である前記光学ガラス。
酸化物基準のｍｏｌ％で、Ｐ２Ｏ５　３０～８０％、Ｒ２Ｏ（ＲはＬｉ、Ｎａ、Ｋ及びＣ
ｓからなる群より選択される１種以上）　１～３５％、の各成分を含有する請求項１また
は２に記載の光学ガラス。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
Ｐｂ及びＡｓ化合物を含まず、必須成分として、Ｐ２Ｏ５、ＳｎＯ及びＲ２Ｏ（ＲはＬｉ
、Ｎａ、Ｋ及びＣｓからなる群より選択される１種以上）を含有することを特徴とする光
学ガラス。
【請求項２】
酸化物基準のｍｏｌ％で
ＳｎＯ　１～６０％
ＴｉＯ２、Ｎｂ２Ｏ５及びＷＯ３の合計量が３％以下
となるように各成分を含有し、
光線透過率が８０％を超える最短波長（λ８０）が４５０ｎｍ以下であることを特徴とす
る請求項１に記載の光学ガラス。
【請求項３】
酸化物基準のｍｏｌ％で、
Ｐ２Ｏ５　３０～８０％
Ｒ２Ｏ（ＲはＬｉ、Ｎａ、Ｋ及びＣｓからなる群より選択される１種以上）　１～３５％
の各成分を含有する請求項１または２に記載の光学ガラス。
【請求項４】
Ｌｉ２Ｏを含有することを特徴とする請求項３の光学ガラス。
【請求項５】
Ｃｌ及びＦ成分を実質的に含有しないことを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の
光学ガラス。
【請求項６】
屈折率（ｎｄ）が１．５０～１．８０、アッベ数（νｄ）が２５～６５の範囲であり、ガ
ラス転移点（Ｔｇ）が５００℃以下であることを特徴とする請求項１～５のいずれかに記
載の光学ガラス
【請求項７】
酸化物基準のｍｏｌ％で、
ＳｉＯ２　　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
Ｂ２Ｏ３　　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
Ａｌ２Ｏ３　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
Ｎａ２Ｏ　　　　　　　　　　０～３５％及び／又は
Ｋ２Ｏ　　　　　　　　　　　０～３５％及び／又は
Ｃｓ２Ｏ　　　　　　　　　　　０～３５％及び／又は
ＭｇＯ　　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
ＣａＯ　　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
ＳｒＯ　　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
ＢａＯ　　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
ＺｎＯ　　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
ＴｉＯ２　　　　　　　　　　　０～２％及び／又は
Ｎｂ２Ｏ５　　　　　　　　　　０～２％及び／又は
ＷＯ３　　　　　　　　　　　０～２％及び／又は
Ｔａ２Ｏ５　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
ＺｒＯ２　　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
Ｙ２Ｏ３　　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
Ｙｂ２Ｏ３　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
Ｌａ２Ｏ３　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
Ｇｄ２Ｏ３　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
Ｓｂ２Ｏ３　　　　　　　　　　０～５％
の各成分を含有する請求項１～６のいずれか１項に記載の光学ガラス。
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【請求項８】
請求項１～７のいずれかに記載の光学ガラスを精密プレス成形してなる光学素子。
【請求項９】
請求項１～８のいずれかに記載の光学ガラスからなる精密プレス成形用プリフォーム。
【請求項１０】
請求項９のプリフォームを精密プレス成形してなる光学素子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、非常に低いガラス転移点（Ｔｇ）を有する精密プレス成形に適した光学ガラ
スに関する。
【背景技術】
【０００２】
　光学系を構成するレンズには一般に球面レンズと非球面レンズがある。多くの球面レン
ズは、ガラス材料をリヒートプレス成形して得られたガラス成形品を研削研磨することに
よって製造される。一方、非球面レンズは、加熱軟化したレンズプリフォーム材を、高精
度な成形面をもつ金型でプレス成形し、成形面の形状をレンズプリフォーム材に転写して
得る方法、すなわち、精密プレス成形によって製造されることが主流となっている。
【０００３】
　精密プレス成形によって非球面レンズのようなガラス成形品を得るにあたっては、高温
環境下でプレス成形することが必要であるので、この際使用する金型も高温に曝され、ま
た、金型に高いプレス圧力が加えられる。そのため、レンズプリフォーム材を加熱軟化さ
せる際及びプレス成形する際に、金型の成形面が酸化、侵食されたり、金型成形面の表面
に設けられている離型膜が損傷したりして金型の高精度な成形面が維持できなくなること
が多く、また、金型自体も損傷し易い。そのようになると、金型を交換せざるを得ず、金
型の交換回数が増加して、低コスト、大量生産を実現できなくなる。そこで、精密プレス
成形に使用するレンズプリフォーム材となるガラスは、上記損傷を抑制し、金型の高精度
な成形面を長く維持し、かつ、低いプレス圧力での精密プレス成形を可能にするという観
点から、できるだけ低いガラス転移点（Tg）を有することが望まれている。
【０００４】
　低いガラス転移点（Tg）を有するガラスとして、リン酸系ガラスが知られている。例え
ば、特開平１０－２９７９３６にはＳｎＯ－ＰｂＯ－Ｐ２Ｏ５系が３００℃前後の低いガ
ラス転移点（Tg）を有することが記載されているが、環境に有害なＰｂＯを必須成分とし
ているため、実用上好ましくない。また、特開平０４－３２５４３７に記載されているＺ
ｎＯ－Ｒ２Ｏ－Ｐ２Ｏ５－（Ｆ又はＣｌ）系（Ｒはアルカリ金属元素）も３００℃前後の
低いガラス転移点（Tg）を有するが、塩素またはフッ素成分を含有しているため、それら
揮発成分が環境に悪影響を与えるだけでなく、内部品質の不均質性の問題も生じやすく光
学ガラスの品質としては不十分となりやすい。
【特許文献１】特開平１０－２９７９３６号公報
【特許文献２】特開平４－３２５４３７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は低いガラス転移点（Tg）を有し、環境に有害な物質も含まず、均質性の良好な
光学ガラスを提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者は、上記課題を解決するために、鋭意試験研究を重ねた結果、リン酸スズ系ガ
ラスにおいて環境上好ましくない物質を含まずとも所望のガラス転移点（Ｔｇ）が非常に
低く、高均質の光学ガラスを製造しうることを見出した。
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【０００７】
　本発明の第１の構成は、Ｐｂ及びＡｓ化合物を含まず、必須成分として、Ｐ２Ｏ５、Ｓ
ｎＯ及びＲ２Ｏ（ＲはＬｉ、Ｎａ、Ｋ及びＣｓからなる群より選択される１種以上）を含
有することを特徴とする光学ガラスである。
【０００８】
　本発明の第２の構成は、酸化物基準のｍｏｌ％で
ＳｎＯ　１～６０％
ＴｉＯ２、Ｎｂ２Ｏ５及びＷＯ３の合計量が３％以下
となるように各成分を含有し、
光線透過率が８０％を超える最短波長（λ８０）が４５０ｎｍ以下であることを特徴とす
る前記構成１に記載の光学ガラスである。
【０００９】
本発明の第３の構成は、酸化物基準のｍｏｌ％で、
Ｐ２Ｏ５　３０～８０％
Ｒ２Ｏ（ＲはＬｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｃｓからなる群より選択される１種以上）　１～３５％
の各成分を含有する前記構成１及び２に記載の光学ガラスである。
【００１０】
本発明の第４の構成は、Ｌｉ２Ｏを含有することを特徴とする前記構成３の光学ガラスで
ある。
【００１１】
本発明の第５の構成は、Ｃｌ及びＦ成分を実質的に含有しないことを特徴とする前記構成
１～４に記載の光学ガラスである。
【００１２】
本発明の第６の構成は、屈折率（ｎｄ）が１．５０～１．８０、アッベ数（νｄ）が２５
～６５の範囲であり、ガラス転移点（Ｔｇ）が５００℃以下であることを特徴とする前記
構成１～５に記載の光学ガラスである。
【００１３】
本発明の第７の構成は、酸化物基準のｍｏｌ％で、
ＳｉＯ２　　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
Ｂ２Ｏ３　　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
Ａｌ２Ｏ３　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
Ｎａ２Ｏ　　　　　　　　　　０～３５％及び／又は
Ｋ２Ｏ　　　　　　　　　　　０～３５％及び／又は
Ｃｓ２Ｏ　　　　　　　　　　　０～３５％及び／又は
ＭｇＯ　　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
ＣａＯ　　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
ＳｒＯ　　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
ＢａＯ　　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
ＺｎＯ　　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
ＴｉＯ２　　　　　　　　　　　０～２％及び／又は
Ｎｂ２Ｏ５　　　　　　　　　　０～２％及び／又は
ＷＯ３　　　　　　　　　　　０～２％及び／又は
Ｔａ２Ｏ５　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
ＺｒＯ２　　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
Ｙ２Ｏ３　　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
Ｙｂ２Ｏ３　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
Ｌａ２Ｏ３　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
Ｇｄ２Ｏ３　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
Ｓｂ２Ｏ３　　　　　　　　　　０～５％
の各成分を含有する前記構成１～６に記載の光学ガラスである。
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【００１４】
本発明の第８の構成は、前記構成１～７に記載の光学ガラスを精密プレス成形してなる光
学素子である。
【００１５】
本発明の第９の構成は、前記構成１～７に記載の光学ガラスからなる精密プレス成形用プ
リフォームである。
【００１６】
本発明の第１０の構成は、前記構成９のプリフォームを精密プレス成形してなる光学素子
である。
【発明の効果】
【００１７】
上記構成を採用することにより、本発明の光学ガラスは溶融プリフォーム成形ならびにモ
ールドプレス性の良い光学ガラスとして好適である。
【００１８】
本発明の光学ガラスにおいて、各成分の組成範囲を前記のとおり限定した理由を以下に述
べる。以下、本明細書中においては特に断らない限り、ガラス組成における各成分の含有
率は全て酸化物基準のｍｏｌ％で表すものとする。
【００１９】
本明細書中において「酸化物基準」とは、本発明のガラス構成成分の原料として使用され
る酸化物、硝酸塩等が溶融時にすべて分解され酸化物へ変化すると仮定した場合に、当該
生成酸化物の質量の総和を１００ｍｏｌ％として、ガラス中に含有される各成分を表記し
た組成である。
【００２０】
Ｐ２Ｏ５成分はガラスを形成するのに必須な成分であるが、その量が少ないと耐失透性を
悪化させやすく、多すぎると化学的耐久性が低下しやすくなる。したがって、好ましくは
３０％、より好ましくは３５％、最も好ましくは４０％を下限とし、好ましくは８０％、
より好ましくは７５％、最も好ましくは７０％を上限とする。
【００２１】
ＳｎＯ成分はガラス転移点（Tg）を低下させる効果がある必須成分であり、また光学恒数
の調整のため添加し得るが、その量が少なすぎるとその効果が十分でなく、また多すぎる
と透過率および耐失透性を低下させやすくなる。したがって、好ましくは１％、より好ま
しくは３％、もっとも好ましくは５％を下限とし、好ましくは６０％、より好ましくは５
５％、最も好ましくは５０％を上限とする。
【００２２】
R２Ｏ成分はガラス転移点（Tg）を下げる効果を有する必須成分であるが、その量が少な
すぎるとその効果が得られにくく、多すぎると耐失透性が急激に低下しやすくなる。した
がって、好ましくは１％、より好ましくは３％、最も好ましくは５％を下限とし、好まし
くは３５％、より好ましくは３０％、最も好ましくは２５％を上限とする。
【００２３】
Li２Ｏ成分はガラス転移点（Tg）を下げる効果が大きく、R2O成分の中でも非常に重要な
成分であり含有させることが好ましい。しかしその量が多すぎると耐失透性が悪化しやす
くなる。なお、本発明の光学ガラスにおいては、好ましくは１％、より好ましくは３％、
最も好ましくは５％を下限とし、したがって、好ましくは３５％、より好ましくは３０％
、最も好ましくは２５％を上限とする。
【００２４】
Ｎａ２Ｏ成分はガラス転移点（Tg）を下げる効果を有するが、その量が多すぎると耐失透
性が悪化しやすくなる。したがって、好ましくは３５％、より好ましくは３０％、最も好
ましくは２５％を上限とする。
【００２５】
Ｋ２Ｏ成分はガラス転移点（Tg）を下げる効果を有するが、その量が多すぎると耐失透性
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が悪化しやすくなる。したがって、好ましくは３５％、より好ましくは３０％、最も好ま
しくは２５％を上限とする。
【００２６】
Ｃｓ２Ｏ成分はガラス転移点（Tg）を下げる効果を有するが、その量が多すぎると耐失透
性が悪化しやすくなる。したがって、好ましくは３５％、より好ましくは３０％、最も好
ましくは２５％を上限とする。
【００２７】
ＳｉＯ２成分は化学的耐久性を向上させるために添加しうる成分であるが、その量が多す
ぎると所望のガラス転移点（Tg）が得にくくなる。したがって、好ましくは５０％、より
好ましくは４０％、最も好ましくは３０％を上限とする。
【００２８】
Ｂ２Ｏ３成分は耐失透性向上のために添加しうる成分であるが、その量が多すぎると所望
のガラス転移点（Tg）が得にくくなる。したがって、好ましくは５０％、より好ましくは
４０％、最も好ましくは３０％を上限とする。
【００２９】
Ａｌ２Ｏ３成分は化学的耐久性を向上させるために添加しうる成分であるが、その量が多
すぎると所望のガラス転移点（Tg）が得にくくなる。したがって、好ましくは５０％、よ
り好ましくは４０％、最も好ましくは３０％を上限とする。
【００３０】
ＭｇＯ成分は耐失透性向上のために添加し得るが、その量が多すぎると所望のガラス転移
点（Tg）が得にくくなる。したがって、好ましくは５０％、より好ましくは４０％、最も
好ましくは３０％を上限とする。
【００３１】
ＣａＯ、　ＳｒＯ、　ＢａＯの各成分は光学恒数を調整するために添加し得るが、その量
が多すぎると所望のガラス転移点（Tg）が得にくくなる。したがって、これら各成分はそ
れぞれ好ましくは５０％、より好ましくは４０％、最も好ましくは３０％を上限とする。
【００３２】
ＺｎＯ成分は光学恒数を調整するために添加し得るが、その量が多すぎると所望のガラス
転移点（Tg）が得にくくなる。したがって、好ましくは５０％、より好ましくは４０％、
最も好ましくは３０％を上限とする。
【００３３】
ＴｉＯ２、　Ｎｂ２Ｏ５、　ＷＯ３の各成分は光学恒数を調整するために添加し得るが、
その量が多すぎると所望のガラス転移点（Tg）が得にくくなる。また、透過率を悪化させ
る原因となりやすく、特に短波長側での透過率を急激に悪化させる要因となる。　したが
って、これらの成分の合計は、好ましくは３％以下、より好ましくは２．５％以下、最も
好ましくは２％を上限とする。これら各成分については、それぞれ好ましくは２％、より
好ましくは１．５％、最も好ましくは１％を上限とする。
【００３４】
Ｔａ２Ｏ５成分は光学恒数を調整するために添加し得るが、その量が多すぎると所望のガ
ラス転移点（Tg）が得にくくなる。したがって、好ましくは５０％、より好ましくは４０
％、最も好ましくは３０％を上限とする。
【００３５】
ＺｒＯ２成分は化学的耐久性を向上させる効果があり、また光学恒数を調整するために添
加し得るが、その量が多すぎると所望のガラス転移点（Tg）が得にくくなり、耐失透性が
悪化しやすくなる。したがって、好ましくは５０％、より好ましくは４０％、最も好まし
くは３０％を上限とする。
【００３６】
Ｙ２Ｏ３、Ｙｂ２Ｏ３、Ｌａ２Ｏ３、Ｇｄ２Ｏ３の各成分は光学恒数の調整のため添加し
得るが、その量が多すぎると耐失透性が悪化しやすくなり、また所望のガラス転移点（Tg
）を得にくくなる。したがって、これら各成分は５０％、より好ましくは４０％、最も好
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ましくは３０％を上限とする。
【００３７】
Ｓｂ２Ｏ３成分は脱泡のために添加し得るが、その量は５％以下、より好ましくは４％以
下、最も好ましくは３％以下である。
【００３８】
　次に、本発明の光学ガラスに含有させるべきではない成分について説明する。
【００３９】
鉛化合物は、精密プレス成形時に金型と融着しやすい成分であるという問題並びにガラス
の製造のみならず、研磨等のガラスの冷間加工及びガラスの廃棄に至るまで、環境対策上
の措置が必要となり、環境負荷が大きい成分であるという問題があるため、本発明の光学
ガラスに含有させるべきではない。
【００４０】
砒素、カドミウム及びトリウム成分は、共に、環境に有害な影響を与え、環境負荷の非常
に大きい成分であるため、本発明の光学ガラスに含有させるべきではない。
【００４１】
塩素及びフッ素成分は、それらの揮発性から環境に悪影響を与えるだけでなく、ガラス内
部の不均質性を生じやすくするため、本発明の光学ガラスには含有しないことが好ましい
。
【００４２】
さらに本発明の光学ガラスにおいては、Ｖ、Ｃｒ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｃｕ、Ｍｏ
、Ｅｕ、Ｎｄ、Ｓｍ、Ｔｂ、Ｄｙ、Ｅｒ等の着色成分は、光線透過率を下げやすいので、
実質的に含有しないことが好ましい。ここで「実質的に含有しない」とは、不純物として
混入される場合を除き、人為的に含有させないことを意味する。
【００４３】
本発明のガラス組成物は、その組成がｍｏｌ％で表されているため直接的に質量％の記載
に表せるものではないが、本発明において要求される諸特性を満たすガラス組成物中に存
在する各成分の質量％表示による組成は、酸化物基準組成で概ね以下の値をとる。
Ｐ２Ｏ５　　　　　　　　　　３０～８５％及び
ＳｎＯ　　　　　　　　　　１～７０％及び
Ｌｉ２Ｏ　　　　　　　　　　０．５～２０％及び
ＳｉＯ２　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
Ｂ２Ｏ３　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
Ａｌ２Ｏ３　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
Ｎａ２Ｏ　　　　　　　　　　０～４０％及び／又は
Ｋ２Ｏ　　　　　　　　　　　０～４０％及び／又は
ＭｇＯ　　　　　　　　　　０～３０％及び／又は
ＣａＯ　　　　　　　　　　　０～４０％及び／又は
ＳｒＯ　　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
ＢａＯ　　　　　　　　　　　０～７０％及び／又は
ＺｎＯ　　　　　　　　　　　０～５０％及び／又は
ＴｉＯ２　　　　　　　　　　　０～３％及び／又は
Ｎｂ２Ｏ５　　　　　　　　　　０～７％及び／又は
Ｔａ２Ｏ５　　　　　　　　　　０～７０％及び／又は
ＷＯ３　　　　　　　　　　　０～１０％及び／又は
ＺｒＯ２　　　　　　　　　　　０～６０％及び／又は
Ｙ２Ｏ３　　　　　　　　　　　０～７０％及び／又は
Ｙｂ２Ｏ３　　　　　　　　　　０～７０％及び／又は
Ｌａ２Ｏ３　　　　　　　　　　０～７０％及び／又は
Ｇｄ２Ｏ３　　　　　　　　　　０～７０％及び／又は
Ｓｂ２Ｏ３　　　　　　　　　　０～１０％
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【００４４】
本発明の光学ガラスは、その使用目的から当然に光線透過率が良好であることが求められ
る。具体的には、その光線透過率が８０％を超える最短波長（λ８０）が４５０ｎｍ以下
となることが好ましく、４４５nm以下となることがより好ましく、４４０nm以下となるこ
とが最も好ましい。
【００４５】
本発明の光学ガラスにおいては、その達成可能な光学恒数は特に限定されるものではない
が、光学設計上の汎用性や有用性の観点から屈折率（ｎｄ）が１．５０以上であることが
好ましく、１．５２以上であることがより好ましく、１．５５以上であることが最も好ま
しい。また１．８０以下であることが好ましく、１．７８以下であることがより好ましく
、１．７５以下であることが最も好ましい。同様にアッベ数についても、２５以上である
ことが好ましく、２６以上であることがより好ましく、２７以上であることが最も好まし
い。また６５以下であることが好ましく、６４以下であることがより好ましく、６３以下
であることが最も好ましい。
【００４６】
本発明の光学ガラスは精密プレス成形に適用させるために、前述の理由によりガラス転移
点（Ｔｇ）が低い方が好ましい。さらに超硬製金型のみならずステンレス製の金型などを
用いて精密プレス成形する場合も考慮すると、好ましくは５００℃以下、より好ましくは
４８０℃以下、最も好ましくは４５０℃以下を上限とする。
【００４７】
　本発明の光学ガラスは配合原料を８００～１２００℃で溶融して製造するが、その際に
溶融雰囲気を中性ないし還元性に保つことが好ましい。例えば、リン酸二水素アンモニウ
ムのように熱分解によりＮＨ３　等の還元性ガスを放出する場合には、窒素あるいはアル
ゴン等の不活性雰囲気ガス中で溶融しても均質なガラスが得られる。しかし、原料として
酸化物とリン酸のみを原料として用いて酸化性又は不活性雰囲気ガス中で溶融してガラス
を作製する場合、融液中に溶解しているＳｎ２＋　が酸化されてＳｎ４＋　が生成し、こ
れによりピロリン酸スズおよびその他の未溶融物が生成して、均質なガラスが得られない
ことがある。このような場合には水素ガスを混入した窒素ガス（またはアルゴンガス）の
ような弱還元性雰囲気ガス中で溶融させることが好ましい。
【００４８】
　本発明の光学ガラスはガラス転移点（Tg）が低いため、精密プレス成形用ガラスとして
使用できるが、従来の研削研磨により光学素子を作製してもよい。
【００４９】
本発明の光学ガラスから精密プレス成形用プリフォームを作成する場合には、その製造方
法は特に限定されるものではなく、公知の手法を用いることができる。例えば溶融ガラス
を成形型上に流出させ、その後、切断、研削、研磨等の冷間加工することにより作成して
もよい。また例えば特開２００５－１８１１００号公報や特開平８－３２５０５１号公報
に記載のように、溶融ガラス塊を浮上成形することによりプリフォームを作製してもよい
。
【００５０】
本発明の光学ガラスは、ガラス転移点（Ｔｇ）が５００℃以下となることにより、従来低
温で精密プレス成形することが可能となるため、金型の表面膜の酸化による消耗を低減さ
せ、金型の寿命を延ばすことが可能となる。さらに、このガラス転移点（Ｔｇ）を有する
光学ガラスからなるプリフォームは、超硬性の金型だけでなく、ステンレス型による成形
も可能となり、結果として製造コストを格段に低減することができる。
【実施例】
【００５１】
以下、本発明の実施例について述べるが、本発明はこれら実施例に限定されるものではな
い。
【００５２】
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本発明のガラスの実施例（Ｎｏ．１～Ｎｏ．２３）の組成および従来の光学ガラスの比較
例（Ｎｏ．Ａ～Ｎｏ．C）の組成を、これらのガラスのｎｄ、νｄ、Ｔｇ（℃）、λ８０
（ｎｍ）の結果と共に表１～５に示す。実施例の表中、各成分の組成は酸化物基準のｍｏ
ｌ％で表示するものとする。また、各ガラスについて、１０ｍｍ厚の試料を２面研磨し、
脈理を目視で観察することにより、内部均質性を評価した。



(10) JP 2009-18952 A 2009.1.29

10

20

30

40

50

【００５３】
【表１】
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【００５４】
【表２】
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【００５５】
【表３】
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【００５６】
【表４】
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【００５７】
【表５】
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【００５８】
【表６】

※　比較例B及びCはナトリウムD線を使用して屈折率を測定した値
【００５９】
表１～表５に示した本発明の実施例の光学ガラス（Ｎｏ．１～Ｎｏ．２３）は、酸化物、
水酸化物、炭酸塩、硝酸塩、アンモニウム塩等の通常の光学ガラス用原料を表１～表５に
示した各実施例の組成の割合となるように秤量し、混合し、白金または金るつぼに投入し
、組成による溶融性に応じて、１０００～１２００℃で、窒素アルゴンなどの不活性雰囲
気中で３０分～２時間溶融、清澄した後、炉内で放冷することにより得ることができた。
【００６０】
屈折率（ｎｄ）及びアッベ数（νｄ）は不活性雰囲気を維持したまま、炉内放冷によって
得られたガラスについて測定した。
【００６１】
ガラス転移点（Tg）は粉末状に粉砕した試料を用いて、示差熱分析計によって測定した。
昇温速度は１０℃／分とした。
【００６２】
光線透過率が８０％を超える最短波長（λ８０）は、厚さ１０ｍｍの試料について、その
反射損失を含む分光透過率曲線から求めた。
【００６３】
表１～表５に見られるとおり、本発明の実施例の光学ガラスは、前記範囲内の光学定数（
ｎｄ及びνｄ）を有し、光学ガラスとして使用するに十分な光線透過性も備えていた。さ
らにガラス転移点（Tg）が５００℃以下の範囲にあるため、低温での精密モールドプレス
成形に適しており、精密プレス成形のためのレンズプリフォーム材への適用が可能である
。なお、作製した実施例の光学ガラスにはほとんど観察されず、光学ガラスとして使用す
るに全く支障がない内部均質性を備えていた。
【００６４】
一方、比較例A～Cのガラスは所望の屈折率、ガラス転移点を実現できるものの、F成分の
揮発に起因する脈理が多量に発生し、光学ガラスとして到底使用しうるものではなかった
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